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江
戸
川
乱
歩
は
、
近
代
の
み
な
ら
ず
江

戸
時
代
の
本
も
多
数
所
持
し
て
い
た
。「
江

戸
川
乱
歩
旧
蔵
近
世
資
料
目
録
」
に
よ
れ

ば
、
そ
の
数
な
ん
と
九
一
一
点
、
冊
数
で

は
二
七
九
六
冊
に
も
の
ぼ
る
（
立
教
大
学

図
書
館
編
『
江
戸
川
乱
歩
旧
蔵
江
戸
文
学

作
品
展
図
録
』
二
〇
〇
五
年
六
月
）。
で

は
乱
歩
は
江
戸
時
代
の
本
と
、
ど
の
よ
う

に
向
き
合
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。『
若

衆
物
語
』
と
い
う
作
品
を
取
り
上
げ
、
少

し
く
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
。

◇

そ
も
そ
も
乱
歩
が
和
書
を
蒐
集
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
岩
田
準
一
の
影
響
に
よ

る
。
そ
の
時
期
は
、『
探
偵
小
説
四
十
年
』

（
覆
刻
版
、
沖
積
舎
、
一
九
九
三
年
）
に

よ
れ
ば
、『
蜘
蛛
男
』『
魔
術
師
』『
黄
金

仮
面
』
な
ど
の
講
談
社
も
の
を
書
き
つ
づ

け
「
虚
名
」
を
博
し
て
い
た
昭
和
五
年
頃

で
あ
っ
た
と
い
う
。

岩
田
の
方
は
、
そ
の
一
年
後
か
ら
「
本

朝
男
色
考
」を
書
き
は
じ
め
、『
犯
罪
科
学
』

に
連
載
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
は
乱

歩
の
お
か
げ
だ
っ
た
。
そ
の
い
き
さ
つ
は

「
同
性
愛
文
学
史　

岩
田
準
一
君
の
思
い

出
」（
長
谷
川
興
蔵
・
月
川
和
雄
編
『
南

方
熊
楠
男
色
談
義
│
岩
田
準
一
往
復
書
簡

│
』
八
坂
書
房
、
一
九
九
一
年
所
収
）
に

詳
し
い
。

そ
し
て
、こ
の
『
犯
罪
科
学
』
へ
の
「
本

朝
男
色
考
」
の
連
載
が
、
こ
ん
ど
は
岩
田

と
南
方
熊
楠
と
を
結
び
つ
け
た
。
内
容
に

感
心
し
た
熊
楠
が
、
昭
和
六
年
八
月
に
中

山
太
郎
を
介
し
て
岩
田
に
手
紙
を
送
っ
た

の
が
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。

『
若
衆
物
語
』（
図
版
）を
購
入
し
た
の
は
、

ち
ょ
う
ど
乱
歩
、
岩
田
、
熊
楠
と
い
う
三

本
の
糸
が
つ
な
が
り
は
じ
め
た
昭
和
六
、

七
年
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、〈
悪

い
若
衆
〉
の
所
行
が
、
五
・
七
調
の
長
歌

形
式
で
記
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
研
究
は

ほ
と
ん
ど
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。

◇

さ
て
乱
歩
の
旧
蔵
本
の
な
か
に
、『
続

史
籍
集
覧　

児
物
語
部
類
』（
近
藤
活
版

所
、
一
八
九
四
年
）
と
い
う
の
が
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
六
つ
の
男
色
物
の
古
典
文
学

が
、活
字
化
さ
れ
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
秋

の
夜
長
物
語
』『
児
教
訓
』『
松
帆
浦
物
語
』

『
幻
夢
物
語
』『
鳥
部
山
物
語
』『
嵯
峨
物

か
た
り
』
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
『
児
教
訓
』
と
は
、実
は
『
若

衆
物
語
』
の
こ
と
で
、
乱
歩
は
昭
和
八
年

十
一
月
に
、
こ
の
作
品
に
万
年
筆
で
書
き

入
れ
を
し
て
い
る
。『
若
衆
物
語
』
と
『
続

史
籍
集
覧
』
所
収
の
『
児
教
訓
』
と
を
つ

き
あ
わ
せ
、
詳
し
く
校
訂
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

し
か
も
書
き
入
れ
は
『
児
教
訓
』
の
み

に
見
ら
れ
、
そ
の
他
は
ほ
と
ん
ど
ま
っ
さ

ら
な
の
で
あ
る
。
乱
歩
自
筆
の
和
本
カ
ー

ド
に
よ
れ
ば
、『
秋
の
夜
長
物
語
』
も
『
若

衆
物
語
』
と
同
時
期
の
「
昭
和
十
年
以
前
」

に
購
入
し
て
い
る
が
、
そ
の
作
品
に
も
書

き
込
み
は
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
な

い
。『
若
衆
物
語
』
へ
の
思
い
入
れ
の
深

さ
が
う
か
が
え
よ
う
。

そ
れ
は
、『
若
衆
物
語
』
が
伝
本
の
き

わ
め
て
少
な
い
稀
書
で
あ
る
こ
と
に
も
起

因
す
る
。『
国
書
総
目
録
』
に
も
九
本
し

か
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
現
在
で

は
、
確
認
で
き
る
伝
本
が
六
本
に
減
っ
て

い
る
。
佐
佐
木
信
綱
と
横
山
重
の
旧
蔵
本

が
所
在
不
明
だ
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ

の
六
本
の
う
ち
半
数
の
三
本
が
乱
歩
本
で

あ
る
。

乱
歩
と
和
書
の
か
か
わ
り
│『
若
衆
物
語
』
を
例
に

安
　
原
　
眞
　
琴
　

│
目
　
次
│

〈
エ
ッ
セ
イ
〉

　
　
乱
歩
と
和
書
の
か
か
わ
り

│

『
若
衆
物
語
』
を
例
に�

安
　
原
　
眞
　
琴

〈
エ
ッ
セ
イ
〉

　
　『
新
青
年
』
研
究
会
と
の
四
半
世
紀�

谷
　
口
　
　
　
基

〈
紹
介
〉

　
　「
妖
し
の
世
界
へ
の
誘
い

│

谷
崎
・
乱
歩
・
横
溝
」 

展
を
開
催
し
て�

永
　
井
　
敦
　
子

〈
資
料
紹
介
〉

　
　「
演
説
」�

落
　
合
　
教
　
幸

〈
編
集
後
記
〉
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ま
た
、
購
入
し
た
『
若
衆
物
語
』
が
、

乱
歩
な
ら
ず
と
も
魅
力
を
感
じ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
逸
品
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
起
因

し
よ
う
。
稀
書
の
な
か
で
も
特
に
珍
し
い

「
丹
緑
本
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
丹
緑
本

と
は
、
江
戸
時
代
の
ご
く
初
期
の
一
時
期

に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
主
に
、
丹
（
朱

色
）
と
緑
（
緑
色
）
と
黄
色
の
三
色
で
、

挿
絵
に
簡
単
に
手
彩
色
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
稀
少
で
美
し
い
本
を

手
に
入
れ
れ
ば
、誰
し
も
興
奮
を
お
ぼ
え
、

早
く
調
査
し
た
い
と
思
う
だ
ろ
う
。

◇

し
か
し
そ
の
後
、
岩
田
は
男
色
文
献
目

録
「
後
岩
つ
つ
じ
」
を
作
成
す
る
た
め
、

多
数
の
和
書
を
蒐
集
、
研
究
し
続
け
た
が
、

乱
歩
は
研
究
に
み
き
り
を
つ
け
た
。
そ
の

方
面
で
は
岩
田
に
か
な
わ
な
い
と
思
っ
た
か

ら
で
あ
る
。昭
和
十
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
と
き
乱
歩
は
、
岩
田
に
す
べ
て
の

和
本
カ
ー
ド
を
譲
っ
た
。
岩
田
は
そ
れ
を

受
け
、
同
年
末
頃
に
「
後
岩
つ
つ
じ
」
の

稿
本
を
完
成
さ
せ
た
が
、
昭
和
二
十
年
に

病
没
す
る
。
そ
の
一
年
ほ
ど
後
に
、
こ
ん

ど
は
乱
歩
が
そ
の
稿
本
を
岩
田
夫
人
か
ら

譲
り
受
け
た
。

そ
の
後
乱
歩
は
、
昭
和
二
十
七
年
に
、

岩
田
の
二
つ
の
業
績
「
後
岩
つ
つ
じ
」
と

「
本
朝
男
色
考
」
の
、『
稀
書
』
へ
の
連
載

と
『
人
間
探
求
』
へ
の
再
録
を
は
じ
め
る

た
め
に
尽
力
し
た
。
同
年
五
月
十
六
日
の

『
人
間
探
求
』
第
二
十
六
号
に
寄
せ
た
乱

歩
の
「「
本
朝
男
色
考
」
に
つ
い
て
」（
岩

田
準
一
『
本
朝
男
色
考　

男
色
文
献
書
志

（
合
本
）』
原
書
房
、
二
〇
〇
二
年
「
栞
」

所
収
）
に
よ
る
と
、
岩
田
の
原
稿
を
公
開

す
る
ま
で
に
は
、
原
典
に
あ
た
り
か
え
す

な
ど
、か
な
り
の
準
備
を
要
し
た
よ
う
だ
。

か
く
し
て
乱
歩
は
、
再
び
和
書
の
蒐
集

と
研
究
を
は
じ
め
る
。
和
本
カ
ー
ド
を
見

て
も
、
昭
和
二
十
三
年
か
ら
二
十
七
年
に

購
入
し
た
も
の
が
最
も
多
く
、
昭
和
二
十

三
年
の
八
十
一
点
を
ピ
ー
ク
に
、
二
十
四

年
の
八
十
点
、
二
十
五
年
の
六
十
六
点
な

ど
と
際
だ
っ
て
多
い
（
丹
羽
み
さ
と
「
江

戸
川
乱
歩
の
古
書
蒐
集
と
そ
の
時
代
」『
国

文
学
解
釈
と
鑑
賞
別
冊  

江
戸
川
乱
歩
と

大
衆
の
二
十
世
紀
』
二
〇
〇
四
年
八
月
）。

こ
の
時
期
に
和
書
の
蒐
集
が
集
中
し
て
い

る
の
は
、
乱
歩
の
収
入
の
増
加
と
関
係
が

あ
る
と
さ
れ
る
が
（
前
掲
丹
羽
論
文
）、

岩
田
の
原
稿
整
理
も
契
機
と
な
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
。

『
若
衆
物
語
』
研
究
も
再
開
さ
れ
た
。
乱

歩
の
和
本
カ
ー
ド
に
よ
る
と
、
昭
和
二
十

四
年
四
月
三
日
に
、
明
暦
三
年
（
一
六
五

七
）
板
の
『
若
衆
物
語
』
を
「
辰
巳
や
」

と
い
う
古
本
屋
か
ら
六
〇
〇
〇
円
で
購
入

し
、「
若
衆
物
語
備
考
」
と
い
う
小
冊
子

ま
で
作
成
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
ま
ず
、
柳
亭
種
彦
『
好
色

本
目
録
』
と
朝
倉
無
声
『
日
本
小
説
年
表
』

の
『
若
衆
物
語
』
関
連
記
事
が
抜
粋
さ
れ

て
お
り
、
次
で
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
乱

歩
の
見
解
が
示
さ
れ
る
。
そ
れ
は
き
わ
め

て
文
献
学
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、『
日
本
小
説
年
表
』
で
は
、

明
暦
板
を
寛
永
板
の
「
再
版
」
と
す
る
が
、

寛
永
板
は
乱
歩
が
所
持
す
る
丹
緑
本
の
こ

と
で
あ
り
、
同
じ
く
乱
歩
が
入
手
し
た
明

暦
板
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
版
の
異

な
る
「
別
版
」
な
の
で
不
正
確
で
あ
る
、

と
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

岩
田
か
ら
文
献
学
的
な
和
書
と
の
つ
き

あ
い
方
を
教
わ
り
、
整
理
好
き
で
論
理
的

な
乱
歩
も
そ
の
よ
う
な
接
し
方
に
魅
力
を

感
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
和
書

を
小
説
の
肥
や
し
と
し
て
読
む
こ
と
も
あ

っ
た
だ
ろ
う
が
、『
若
衆
物
語
』
に
関
し

て
は
、
そ
れ
よ
り
も
文
献
学
的
な
こ
と
に

興
味
が
あ
り
、
そ
れ
を
お
こ
な
う
資
格
も

あ
り
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
自
負
や
義
務
感

さ
え
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
に
よ

り
も
、
丹
緑
本
と
明
暦
三
年
板
と
い
う
二

本
の
稀
覯
本
を
所
持
し
て
い
た
の
だ
か
ら
。

◇

現
在
で
も
『
若
衆
物
語
』
の
文
献
学
的

な
研
究
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
。『
国

書
総
目
録
』
に
も
誤
り
が
み
ら
れ
る
。
東

京
大
学
霞
亭
文
庫
本
は
、
明
暦
三
年
板
と

あ
る
が
、
丹
緑
本
と
同
板
で
彩
色
の
ほ
ど

こ
さ
れ
て
い
な
い
後
刷
り
本
で
あ
る
。
ま

た
、池
田
廣
司
編『
中
世
近
世
道
歌
集
』（
古

典
文
庫
、
一
九
六
二
年
）
所
収
の
『
児
教

訓
』
の
解
題
に
も
、
明
暦
三
年
板
は
丹
緑

本
の
「
再
版
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
『
国
書
総
目
録
』
の
『
若
衆
物

語
』の
板
本
の
情
報
を
整
理
し
て
み
る
と
、

明
暦
三
年
板
系
は
横
山
本
と
乱
歩
本
、
丹

緑
本
系
は
東
京
大
学
霞
亭
文
庫
本
と
乱
歩

文
庫
本
、
お
よ
び
未
見
な
が
ら
天
理
大
学

本
も
丹
緑
本
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
現

在
で
は
、
横
山
本
が
所
在
不
明
な
の
で
、

明
暦
三
年
板
は
乱
歩
本
が
孤
本
の
状
態
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

乱
歩
本
と
乱
歩
に
よ
る
そ
の
調
査
記
録

は
、
色
あ
せ
る
ど
こ
ろ
か
、『
若
衆
物
語
』

研
究
の
基
礎
と
な
る
重
要
な
資
料
と
し

て
、
今
後
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
て
い
く
こ

と
だ
ろ
う
。　

（
立
教
大
学
兼
任
講
師
）



2012年 3 月31日セ ン タ ー 通 信【3】

江
戸
川
乱
歩
　
紹
介
済
み
資
料

江
戸
川
乱
歩
の
資
料
は
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
本
や
雑
誌
で
紹
介
さ
れ
て
き
た
。

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
、
以
下
に
ま
と
め
て
み
た
。

『
江
戸
川
乱
歩
推
理
文
庫
（
57
）
わ
が
夢
と
真
実
』
講
談
社　

一
九
八
八
年

　

・
欺
瞞
系
譜　
　

・
探
偵
小
説
ト
リ
ッ
ク
分
類
表

『
江
戸
川
乱
歩
推
理
文
庫
（
59
）
奇
譚
／
獏
の
言
葉
』
講
談
社　

一
九
八
八
年

　

・
奇
譚

『
江
戸
川
乱
歩
推
理
文
庫
（
64
）
書
簡 

対
談 

座
談
』
講
談
社　

一
九
八
九
年

　

・
江
戸
川
乱
歩
・
井
上
良
夫
往
復
書
簡
（
一
部
）

　

・
横
溝
正
史
宛
書
簡　
　

・
そ
の
他
書
簡
（
森
下
雨
村
・
小
酒
井
不
木
な
ど
）
19
通
分

『
文
学
』
岩
波
書
店　

第
三
巻
第
六
号　

　

二
〇
〇
二
年
十
一
・
十
二
月　
「
写
真
劇
の
優
越
性
に
つ
き
て
」

『
江
戸
川
乱
歩　

誰
も
が
憧
れ
た
少
年
探
偵
団
』
河
出
書
房
新
社

　

二
〇
〇
三
年　
「
悪
魔
ヶ
岩
」

『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
別
冊　

江
戸
川
乱
歩
と
大
衆
の
二
十
世
紀
』
至
文
堂

　

二
〇
〇
四
年　
「
怪
物
」

『
子
不
語
の
夢
』
乱
歩
蔵
び
ら
き
委
員
会　

　

二
〇
〇
四
年　

江
戸
川
乱
歩
・
小
酒
井
不
木
往
復
書
簡

『
横
溝
正
史
旧
蔵
資
料
』
世
田
谷
文
学
館　

　

二
〇
〇
四
年　

横
溝
宛
江
戸
川
乱
歩
書
簡
（
C
D–

R
O
M
）

　

書
簡
は
世
田
谷
文
学
館
蔵
、
立
教
大
学
寄
託
資
料
に
は
書
簡
の
複
写
あ
り

『
江
戸
川
乱
歩
と
13
の
宝
石
』
光
文
社　

　

二
〇
〇
七
年　
「
薔
薇
夫
人
」

立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

『
大
衆
文
化
』

創
刊
準
備
号　

二
〇
〇
八
年
三
月　
「
二
銭
銅
貨
」
草
稿

第
二
号　

二
〇
〇
九
年
九
月　
「
Ｄ
坂
の
殺
人
事
件
」
草
稿

第
三
号　

二
〇
一
〇
年
四
月　
「
人
間
椅
子
」
草
稿

第
五
号　

二
〇
一
一
年
四
月　
「
活
動
写
真
の
ト
リ
ツ
ク
を
論
ず
。」

第
六
号　

二
〇
一
一
年
九
月　
「
映
画
論
」

『
セ
ン
タ
ー
通
信
』

創
刊
号　

二
〇
〇
七
年
一
月　
「
二
銭
銅
貨
」
荒
筋

第
二
号　

二
〇
〇
八
年
七
月　
「
中
央
少
年
」

第
三
号　

二
〇
〇
九
年
三
月　
「
黄
色
団
」

第
四
号　

二
〇
一
〇
年
三
月　
「
試
験
騒
ぎ
」

第
五
号　

二
〇
一
一
年
三
月　
「
一
年
間
の
早
稲
田
生
活
よ
り
得
た
る
感
想
」

江戸川乱歩旧蔵「若衆物語」


